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Tsyganenkoモデルに IGRFモデルを組み入れた磁気圏磁場モデル

A magnetic field model of the magnetosphere by conbining the Tsyganenko model with
IGRF
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磁気圏磁場計算モデルは 1982年に Tsyganenkoと Usmanovのモデルが発表されて以来、改良が続けられている。近年
Tysganenkoモデルは磁気圏磁場計算のツールとして有用なものとなっているがこのモデルでは磁気圏磁場は磁気圏内を
流れる電流と地球磁場を仮定した単純な双極子磁場の重ね合わせとして計算され、地球近傍では精度が下がるという特
徴がある。

本研究では地球磁場として用いられている双極子磁場のかわりに IGRFを採用することによって Tsyganenko2002モデ
ルの改良を試みる。改良は地球近傍に存在し地球の磁場の影響を強く受けているリングカレントと沿磁力線電流の計算
を対象としている。また、C#と DirectXを用いて磁場計算と磁力線の可視化を行うソフトウェアの開発を行っている。


